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Ⅱ-２｜将来都市構造 
１．拠点設定と都市機能誘導の⽅向性 
①段階的な⽣活圏域の形成に向けた拠点配置の考え⽅ 

 

「公共交通の利便性を生かした“歩いて

暮らせる”生活圏の構築」の実現に向けて、

下図に示すような段階的な生活圏の形成を

目指します。 

拠点を配置する生活圏は、“２次生活圏”

として捉え、徒歩及び公共交通の利用を前

提に、市街地の広がり、公共交通網の形成

状況と利用状況、今後の超高齢社会を支え

る地域包括ケアシステムを展開する日常生

活圏域等を鑑み、右図のとおり、生活圏を

設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 ■⽣活圏の段階構成と拠点の役割・配置の考え⽅ 

 
 

 
   

   
３次⽣活圏 ２次⽣活圏 １次⽣活圏 

⽣活圏の 
性格 

市域全域⼜は近隣市町をも
含む広域な圏域であり、市内
外からの利⽤を想定する⾼
次・広域的な都市機能を担う
⽣活圏 

公共交通利⽤を基本として⽇
常的に⾏き来できる圏域であ
り、⽇常⽣活に必要な多様な
⽣活サービス（商業・医療・
福祉等）を担う⽣活圏 

徒歩を基本に、基礎的な⽇常
⽣活が営まれる⽣活圏 

⽣活圏の
中⼼とな
る拠点等
の役割 

⾼次・広域的な 
都市機能を提供 

⽇常⽣活に必要な 
多様な⽣活サービス 

を提供 

最寄りの⽣活サービス、 
地域コミュニティの活動

を⽀える場を設定 

 
 
 
 
  

※異なる⾊で着⾊された圏域
が各拠点の２次⽣活圏の広
がりを⽰します 

サービス⽔準の⾼い 
(ピーク時 3 本以上)バス路線 

その他のバス路線 

市街化区域 

⽣活圏の
核となる
拠点 

■拠点を配置する⽣活圏（２次⽣活圏）の設定 

段階的な⽣活圏の形成 

地域コミュニティの 
活動拠点 

⽣活圏の中で 
⼀定の都市機能集積 
があり、アクセスが 

容易な拠点 

本市の中核となる拠点 
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②本市の中核となる拠点の設定 

都市づくりの⽅向性「既存ストックを⽣かした魅⼒的な都市の拠点づくり」 
を踏まえ、本市の中核となる『広域中⼼拠点』『地域中⼼拠点』を設定します。 

本市全体かつ県西地域の中核となり、３次生活圏に必要な市内外からの利用を想定する高

次・広域的な都市機能を担う拠点として、広域的な公共交通の結節点を有し、高次で多様な都

市機能を備える小田原駅周辺を『広域中心拠点』として設定します。 

また、市街地が広く分布する川東地域の中核となる拠点として、公共公益機能や広域的な都

市機能が集積する鴨宮駅周辺を『地域中心拠点』とし、広域中心拠点の機能・役割を補完する

とともに、公共交通ネットワークにより連携を図るものとします。 

そして、拠点内における歩行空間や自転車利用環境の整備を推進するとともに、回遊性の向

上を図ります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

☞広域中⼼拠点を補完し、川東地域の
中核となる拠点 

☞市第２の乗降客数 
【⽴地する主な都市機能】 
・川東タウンセンターマロニエ 
（⾏政窓⼝・集会機能・⼦育て⽀援

センター） 
・中央図書館 
・⼤規模商業施設 等 

☞本市全体かつ県⻄地域の中核となる
拠点 

☞市第１の乗降客数 
【⽴地する主な都市機能】 
・アークロード市⺠窓⼝ 
・市⺠交流センターＵＭＥＣＯ 
・ミナカ⼩⽥原 
・⼩⽥原三の丸ホール 
・市⽴病院 等 
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（参考）広域中⼼拠点、地域中⼼拠点における都市機能及び公共交通の状況 
【⼩⽥原駅周辺】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【鴨宮駅周辺】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※食料品を取扱い、店舗面積が３千㎡以上の商業施設（以下同じ） 
※R4 年時点の状況（以下同じ） 

⼟地利⽤転換想定箇所 

市⺠交流センターUMECO 

⽣涯学習センターけやき ⼩⽥原市役所 

アークロード市⺠窓⼝ 

ミナカ⼩⽥原 

⼩⽥原三の丸ホール 

⼩⽥原城 

ラスカ⼩⽥原 

スポーツ会館 

歴史⾒聞館 

郷⼟⽂化館 

地域包括⽀援センターしろやま 

おだぴよ⼦育て⽀援センター 
ドン・キホーテ⼩⽥原店 

⼩⽥原駅

緑町駅 

ハルネ⼩⽥原

地域包括⽀援センターはくさん 
1,000m 

800m 

500m 

中央図書館 

川東タウンセンターマロニエ
（住⺠窓⼝、集会機能、⼦育て⽀援センター）

ダイナシティイースト 

ダイナシティウエスト 

⼩⽥原市保健センター 

地域包括⽀援センターしもふなか 

下府中市⺠集会施設 

鴨宮駅 

地域包括⽀援センター 
さかわ こやわた・ふじみ

1,000m 

800m 

500m 

※ 

※ 
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③⽣活圏の中⼼となる拠点の設定 

都市づくりの⽅向性「公共交通の利便性を⽣かした“歩いて暮らせる”⽣活圏の構築」 
を踏まえ、⽣活圏の中⼼となる『地域拠点』『⽣活拠点』を設定します。 

今後の人口減少、高齢化の進行に備え、本市の特徴である公共交通の利便性を生かし、過度

に自動車に依存することなく“歩いて暮らせる”生活圏を構築する必要があります。 

「生活圏」は、段階的な生活圏の中の“２次生活圏”に該当するものであり、バスによる移

動も含め一定の広がりを持つ日常生活の行動圏として捉えます。「生活圏」において、駅やバ

ス停周辺など公共交通によるアクセスが容易であり、生活サービス施設が既に一定程度集積し、

日常的なサービスを効率的に提供できるエリアを、生活圏の中心となる「生活拠点」として設

定します。 

「生活拠点」の中でも、特に都市機能集積の高い拠点、都市機能の立地ポテンシャルが高い

人口や利用者の多い拠点や、主要な観光交流施設を有する拠点は、その既存ストックやポテン

シャルを最大限生かし、都市機能の強化・誘導を図る「地域拠点」として設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○市第２の交通結節点 
○市第３の乗降客数 
○広域的な拠点 

○観光交流資源（漁港） 

○市第５〜６の乗降客数 
○⾼い⼈⼝集積 

○市第４の乗降客数 
○⾼い⼈⼝集積 
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■（参考）地域拠点における都市機能及び公共交通の状況 
【国府津駅周辺】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【早川・箱根板橋駅周辺】 

  
 
 
 
 

 

 

 

  

TOTOCO ⼩⽥原 

地域包括⽀援センターじょうなん

箱根板橋駅 

早川駅 

800m 

500m 

※ 

⼭近記念総合病院 

⽣涯学習センター国府津学習館 

国府津駅

1,000m 

800m 

500m 

⾃転⾞駐⾞場（会議室施設併設）

※ 
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【栢⼭駅周辺及び富⽔・螢⽥駅周辺】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

城北タウンセンターいずみ 
（住⺠窓⼝、⼦育て⽀援センター） 

地域包括⽀援センターひがしとみず

栢⼭駅

富⽔駅 

螢⽥駅 

地域包括⽀援センターとみず

地域包括⽀援センターさくらい 

尊徳記念館 

800m 

500m 

800m 

500m 

800m 

500m 

※ 



 

37 

■（参考）⽣活拠点における都市機能及び公共交通の状況 
【下曽我駅周辺】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【⾜柄・井細⽥駅周辺】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

地域包括⽀援センター 
そが・しもそが・こうづ 

下曽我駅

梅の⾥センター

800m 

500m

下曽我市⺠集会施設

⼩⽥原市⽴病院 

⼩⽥原市役所 
⽣涯学習センターけやき 

地域包括⽀援センターはくさん 

⾜柄駅

井細⽥駅 

五百羅漢駅 

800m 

500m 

※ 

※ 
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【豊川周辺】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【橘周辺】 
 
 
 
 
 
 
 

  

地域包括⽀援センターとよかわ・かみふなか 

豊川⽀所前バス停 

800m 

500m 

※ 

※ 

押切バス停 

800m 

500m 

橘タウンセンターこゆるぎ
（住⺠窓⼝、⼦育て⽀援センター）


